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最優秀賞：音羽町町内会

「灯
あ か り

火のシルエット」

笑
顔
輝
く
秋
の
港
町

宇
出
津
灯
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

港
町
・
宇
出
津
灯
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
9
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、

12
団
体
が
ろ
う
そ
く
を
入
れ
た
カ
ッ
プ
な
ど
で
灯
り
の
ア
ー
ト
を
作
成
。

秋
の
町
を
や
わ
ら
か
く
照
ら
し
ま
し
た
。

優秀賞：小棚木町内会
「十五夜」

優秀賞：宇出津小学校 PTA

「輝く笑顔　うしつっ子」

審査員特別賞：鳳遊海
「妖怪ウオッチ」

「求むナース」
審査員特別賞：宇出津総合病院あすなろ会

JPTA
能登国際女子
オープンテニス
2014

　JPTA 能登国際女子オープンテニスは能都健

民テニスコートを会場に 8 月 31 日から 9 月 7

日までの 8 日間、開催されました。国内外から

プロテニスプレーヤーが集結し、熱い戦いを展

開。最終日のシングルス決勝ではタマリーン・

タナスガーン（タイ）が勝利、平成 22 年以来

2 度目の優勝をおさめました。

　子どもを対象にしたテニス教室や優勝選手と

のラリーなど、テニスを身近に感じられる催し

もあり、期間中は多くの人が会場を訪れました。

表彰式であいさつする大会実行委員長の

佐藤直子さん

シングルス優勝に輝いた

タナスガーン選手

優勝を決め、抱き合って喜ぶ

ダブルスの井上・澤柳組

・シングルス
優　勝　タマリーン・タナスガーン（タイ）
準優勝　リー・ヤーシュン（中華台北）
・ダブルス
優　勝　井上雅（テニスラウンジ）・澤柳璃子（ミキハウス）
準優勝　宮村美紀（フリー）・布目千尋（北日本物産）

大会結果
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能
登
・
七
見
出
身
の
第
6
代
横
綱
「
阿
武

松
緑
之
助
」は
江
戸
時
代
に
活
躍
し
ま
し
た
。

阿
武
松
は
錦
絵
に
描
か
れ
た
り
、
出
世
話
が

落
語
や
講
談
で
語
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
当

時
は
相
当
人
気
の
高
い
力
士
で
あ
っ
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　

人
気
の
高
さ
は
各
地
に
残
る
史
跡
の
多
さ

に
も
現
れ
て
い
ま
す
。墓
石
だ
け
で
も
東
京
・

深
川
の
玉
泉
寺
、
金
沢
・
寺
町
の
立
像
寺
、

生
家
で
あ
る
七
見
の
佐
々
木
家
の
3
箇
所
に

存
在
し
ま
す
。
史
跡
の
中
で
も
代
表
格
と
も

言
え
る
の
は
、
七
見
に
立
つ
「
横
綱
阿
武
松

碑
」
で
す
。
台
座
か
ら
の
高
さ
は
5
㍍
を
超

え
る
大
き
な
も
の
で
、
力
士
の
石
碑
と
し
て

は
日
本
一
の
大
き
さ
で
す
。

　

鵜
川
の
馬
場
等
さ
ん
は
、
各
地
に
点
在
す

る
石
碑
や
史
料
の
所
在
地
を
巡
り
、
阿
武
松

が
生
き
た
時
代
や
そ
の
功
績
に
つ
い
て
調
べ

て
い
ま
す
。
阿
武
松
の
史
料
は
多
く
、
下
駄

な
ど
の
身
の
回
り
品
や
番
付
表
、
地
元
の
白

山
神
社
に
寄
進
し
た
二
つ
の
獅
子
頭
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
昭
和
54
年
に
編
さ
ん
さ
れ

た
「
能
都
町
史
」
に
は
、
北
海
道
に
阿
武
松

が
寄
進
し
た
鳳
凰
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
史
に
記
載
さ
れ
る
鳳
凰
が
現
在
も
存

神
輿
は
昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
に
新
調
さ

れ
た
も
の
で
す
。
神
輿
は
１
０
０
年
程
度
使

用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
１
８
４
４

年
の
七
見
で
の
興
業
の
際
に
寄
進
さ
れ
た
鳳

凰
と
神
輿
が
、
約
百
年
後
に
北
海
道
に
渡
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
北
海

道
で
は
「
場
所
請
負
制
」
と
呼
ば
れ
る
交
易

の
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。「
厚
岸
場
所
」

の
請
負
人
を
務
め
た
の
は
、
北
前
船
に
よ
る

交
易
で
成
功
を
収
め
た
村
山
伝
兵
衛
と
山
田

文
右
衛
門
の
子
孫
で
す
。
両
者
と
も
現
在
の

志
賀
町
出
身
で
す
。
誰
が
ど
う
や
っ
て
鳳
凰

を
運
ん
だ
の
か
は
依
然
と
し
て
明
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
能
登
と
の
密
接
な
つ
な
が
り

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

床
潭
神
社
の
神
輿
は
今
年
の
祭
り
で
は
使

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鳳
凰
と
と
も
に
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。「
脈
々
と
続
い

て
き
た
阿
武
松
の
功
績
を
次
の
世
代
に
残
し

た
い
」
と
話
す
馬
場
さ
ん
は
、
鵜
川
公
民
館

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後
も
史
料
の

確
認
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

阿
武
松
は
意
外
な
こ
と
に
、
出
身
地
で
あ

る
鵜
川
地
区
で
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
、
そ
の

功
績
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
馬
場

さ
ん
が
阿
武
松
を
調
べ
始
め
た
の
は
「
ま
ず

は
鵜
川
に
住
む
自
分
た
ち
が
知
ろ
う
」「
地

域
に
住
む
人
が
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
は
じ
め

て
、
遠
く
の
人
も
そ
の
魅
力
を
求
め
て
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

今
後
も
馬
場
さ
ん
の
探
求
は
続
き
ま
す
。

◎床潭神社

○厚岸町役場

厚岸湾

◎札幌
釧路
　◎

錦絵に描かれた着物姿の阿武松緑之助

厚岸町床潭地区の風景。

海沿いに広い昆布干し場が続く。

阿武松が寄進した鳳凰を支える馬場さん（右）と厚岸

町海事記念館学芸員の熊崎さん。

天
保
十
五
辰
年

阿
武
松
緑
之
助

所
口
塗
町塩崎

久
七

鳳凰の背中。阿武松の名前とともに所口（七尾）の職人の名もある。
当時の七尾の工芸についてうかがえる貴重な史料。

寛政 3（1791）

文化 12（1815）

文政 4（1821）

文政 9（1826）

文政 10（1827）

文政 11（1828）

天保 6（1835）

天保 15（1844）

嘉永 4（1851）

鳳至郡七海村（現・能登町七見）で出生

三月場所の星取表に「小柳常吉」の名で
登場

名を「小柳長吉」に改める

十月場所から大関に昇進

阿武松緑之助を名乗る

横綱免許を受ける。現在の横綱は大関の
上に位置する位だが、当時は大関に与え
られる免許であった。史上 6 人目・31
年ぶり

十月場所で引退。21 年間の土俵人生を
終える。阿武松部屋を創設し、後進の育
成につとめる

七海（七見）などで相撲興行。
白山神社に鳳凰と神輿を寄進

12 月 29 日、61 年の生涯を閉じる

北
の
大
地
に
今
も
残
る

阿
武
松
の
足
跡

能登町七見にある横綱阿

武松碑。現在も巡業で訪

れた力士らが立ち寄る。

04

能
登
が
生
ん
だ
大
横
綱
、
阿
武
松
緑
之
助
。

6
月
に
引
退
し
た
丹
蔵
を
は
じ
め
阿
武
松
部
屋
所
属
力
士
が
活
躍
を
見
せ

る
な
ど
、
現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
そ
の
名
を
耳
に
し
ま
す
。

長
い
時
を
経
て
今
な
お
語
り
継
が
れ
る
、
阿
武
松
の
足
跡
を
追
い
ま
す
。

絶
大
な
人
気
を
得
た
力
士

阿
武
松
緑
之
助

在
す
る
の
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
、
馬
場

さ
ん
は
こ
と
し
7
月
、
旅
行
に
あ
わ
せ
北
海

道
東
部
の
厚
岸
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

厚
岸
町
の
文
化
財
係
・
熊く
ま
さ
き崎

農の
ぶ
ひ
ろ

夫
博
さ
ん

の
協
力
を
得
て
床と
こ
た
ん潭

神
社
を
訪
問
、
鳳
凰
の

体
内
に
あ
る
「
阿
武
松
」
の
文
字
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
た
な
発
見
も
あ

り
ま
し
た
。
神
社
に
あ
っ
た
神
輿
に
は
螺
鈿

細
工
が
施
さ
れ
て
い
て
、
北
海
道
で
は
見
ら

れ
な
い
様
式
で
し
た
。
関
連
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
七
尾
市
の
仏
壇
店
に
神
輿

の
写
真
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
能
登
の
作
り
で

あ
る
と
い
う
回
答
を
得
ま
し
た
。
こ
の
事
実

は
町
史
に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

七
見
の
白
山
神
社
で
現
在
使
わ
れ
て
い
る
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平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
行
政
活
動
の
た
め
の

お
金
が
ど
こ
か
ら
来
て
何
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
公
表
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
２
億
２
０
４
２
万
円
の
黒
字

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
１
５
６
億
８
９
６
５
万

円
、
歳
出
総
額
は
１
５
４
億
３
８
３
４
万
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
２
億
５
１
３
１
万
円
の
黒
字

で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
す
べ
き
財
源
３
０
８
９
万
円

を
除
い
た
実
質
収
支
は
２
億
２
０
４
２
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
「
歳
入
」
の
特
徴

　
（
国
庫
支
出
金
８
億
７
３
２
４
万
円
増
）

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
数

減
な
ど
に
よ
り
、
町
税
全
体
で
３
６
５
７
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
算

定
費
目
と
し
て
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
推
進
費
」
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
な
ど
に
よ
り
、
１
億
３
１
３
０
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、国
の
24
年
度
補
正
予
算
に
伴
う「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
の
８
億
９
６
０
３
万
円
の
交

付
を
受
け
、
全
体
で
８
億
７
３
２
４
万
円
の
大
幅
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
事
業
の
増
に
伴
っ
て
新

発
債
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
８
億
４
８
０
万
円
の
減

と
な
り
、
歳
入
全
体
と
し
て
は
１
億
１
５
３
８
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
「
歳
出
」
の
特
徴

　
（
積
立
金
２
億
１
８
４
６
万
円
増
）

　

歳
出
で
は
、
公
債
費
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費
な
ど

が
減
少
し
、
人
件
費
、
普
通
建
設
事
業
費
、
積
立
金
な

ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
将
来
に
お
け
る
公
債
費
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
積
極
的
な
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま
し
た
。
過

去
の
繰
上
償
還
の
効
果
も
あ
り
元
利
償
還
金
が
減
少
し

て
お
り
、
４
２
４
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
維
持

補
修
費
は
、
25
年
度
の
降
雪
量
が
少
な
く
、
除
雪
経
費

の
大
幅
な
減
な
ど
で
７
０
４
７
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
補
助
費
に
つ
い
て
は
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負

担
金
や
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
の
減
の
ほ
か
、
能
登
有

料
道
路
の
無
料
化
で
通
行
料
金
軽
減
対
策
事
務
費
が
減

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
１
億
３
８
７
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
職
員
数
の
減
に
よ
り
職
員
給
は
抑
制
さ

れ
た
も
の
の
、
退
職
手
当
組
合
特
別
給
付
負
担
金
の
増

に
よ
り
８
４
８
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
の
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
、
宇
出
津
小
学
校
大
規
模
改
修
事

業
等
に
よ
り
６
億
９
６
６
９
万
円
の
増
、
単
独
事
業
に

お
い
て
は
、
能
都
中
学
校
改
築
事
業
や
防
災
行
政
告
知

施
設
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
に

よ
り
、
６
億
５
８
８
６
万
円
の
減
と
な
り
、
投
資
的
経

費
全
体
で
は
、
６
９
３
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
基
金
へ
の
積
立
金
が
２
億
１
８
４
６
万
円
の
増

と
な
り
、
歳
出
全
体
と
し
て
は
１
億
９
８
５
８
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設
　事業費

災害復旧事業費

積立金

人件費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他（議会費・労働費・
消防費・災害復旧費など）

■歳出目的別決算額の構成■歳出性質別決算額の構成

繰出金等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

平
成
25
年
度

決
算
報
告

繰入金・繰越金

諸収入

その他（地方譲与税など）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（使用料及び手数料など）

町税

依
存
財
源

自
主
財
源

【財政用語解説】

自主財源：町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、財

産収入、繰入金、諸収入など自主的に収入しうる財源

依存財源：地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方

譲与税、地方債など、国の意志により定められた額を

交付されたり、割り当てられたりする収入

町税：町民税、固定資産税など、皆さんが納めた税金

繰入金：町の基金からの繰入金 

諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない

収入。

地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべて

の地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供でき

るようにするために、国が地方公共団体の一般財源と

して配分する税

国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県から

の補助金など

町債：資金調達のための長期借入金

人件費：議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員

給、地方公務員共済組合負担金など

扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児

童福祉法、老人福祉法等に基づき、生活を維持するた

めに支出される経費や各種扶助の経費

公債費：町債の元利償還金及び一時借入金利子の合算額

普通建設事業費：道路、学校等公共用または公用施設

の建設事業に要する経費

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外

の消費的性質の経費の総称。臨時職員の賃金、需用費

（消耗品等）、役務費（郵便料、火災保険等の保険料等）、

備品購入費など

補助費：各種団体への補助金や、奥能登クリーン組合

や宇出津総合病院への負担金など

繰出金等：一般会計と特別会計または、特別会計相互

間で支出される経費

平成 25年度 構成比
（％）

154 億 3834 万円

19 億 2389 万円

9 億 9930 万円

35 億 9042 万円

13 億 1567 万円

1 億 3100 万円

18 億 8068 万円

31 億 4798 万円

5 億  620 万円

17 億  859 万円

1 億 3754 万円

12.
5

6.5

23.
3

8.5

0.8
12.
2

20.
4

3.3

11.
1

0.8

■歳入決算額の構成

平成 25年度 構成比
（％）

16 億 3926 万円

2 億  655 万円7388 万円
4 億 1248 万円

82 億 2487 万円

21 億 4083 万円

8 億 1110 万円

17 億 7230 万円

4 億 838 万円

156 億 8965 万円

0.5
1.3

2.6

52.
4

13.
6

5.2

11.
3

2.6

10.
5

平成25年度  決算報告

9707 万円 0.6

平成 25 年度

7 億 7278 万円

構成比
（％）

12.
6

16.
4

11.
5

5.7
3.2

15.
1

7.2

23.
3	

 5.0

154 億 3834 万円

19 億 4666 万円

25 億 3267 万円

17 億 7902 万円

8 億 8645 万円

4 億 8937 万円

23 億 3143 万円

11 億  954 万円

35 億 9042 万円

平成 24年度

8 億 1725 万円

構成比
（％）

12.
8

16.
5

11.
6

4.7
1.6
11.
6

12.
0

23.
8

 5.4

152 億 3976 万円

19 億 5530 万円

25 億 2147 万円

17 億 6565 万円

7 億 1393 万円

2 億 4644 万円

17 億 6571 万円

18 億 2114 万円

36 億 3287 万円

平成 24年度 構成比
（％）

152 億 3976 万円

18 億 3906 万円

9 億 9000 万円

36 億 3287 万円

12 億 9133 万円

2 億 147 万円

19 億 8455 万円

31 億 1015 万円

2 億 8774 万円

17 億 7757 万円

5942 万円

12.
1

6.5

23.
8

8.5

1.3
13.
0

20.
4

1.9

11.
7

0.3

6560 万円 0.4

平成 24 年度 構成比
（％）

16 億 7583 万円
1 億 7975 万円1 億 4069 万円4 億 3519 万円

80 億 9357 万円

12 億 6759 万円

8 億 188 万円

25 億 7710 万円

4 億 266 万円

155 億 7427 万円

0.9
1.1

2.8

52.
0

8.1

5.1

16.
6

2.6

10.
8

06
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■特別会計決算の状況
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

有線放送事業 1億9313万円 1億9283万円 30万円
国民健康保険（保険事業勘定） 26億9257万円 26億5804万円 3453万円
国民健康保険（直営診療施設勘定） 616万円 616万円 ―万円
後期高齢者医療 3億0176万円 3億0113万円 63万円
介護保険（保険事業勘定） 26億2326万円 25億6558万円 5768万円
介護保険（サービス事業勘定） 2703万円 2703万円 ―万円

■企業会計決算の状況

区　分
経常収支比率
【財政の弾力性】

70％～ 80％→妥当
80％以上→要注意

実質赤字比率
【一般会計等の赤字割合】

13.36％～ 20％→早期健全化基準
20％以上→財政再生基準※ 2

連結実質赤字比率
【全会計の赤字割合】

18.36％～ 30％
　→早期健全化基準
30％以上→財政再生基準※ 2

実質公債費比率
【借金の実質負担割合】

18 ～ 25％→警戒・適正化計画策定
25 ～ 35％→早期健全化基準　
35％以上→財政再生基準

将来負担比率
【一般会計等の将来負担割合】

350％以上→早期健全化基準

H25 年度 87.3％（未発表） ―％（未発表） ―％（未発表） 14.4％（未発表） 88.8％　（未発表）

H24 年度 87.8％（90.3%） ―％　（―％） ―％　（―％） 15.7％（14.0%） 109.4％　（  92.2%）

H23 年度 89.5％（89.5%） ―％　（―％） ―％　（―％） 17.0％（15.0%） 117.9％　（106.0%）

H22 年度 87.4％（89.2％） ―％　（―％） ―％　（―％） 17.9％（15.8％） 124.9％   （117.4％）

H21 年度 94.1％（92.3％） ―％　（―％） ―％　（―％） 18.9％（16.5％） 160.5％   （135.9％）

H20 年度 95.4％（92.9％） ―％　（―％） ―％　（―％） 19.2％（16.9％） 175.4％　（155.8％）

H19 年度 99.7％（94.2％） ―％　（―％） ―％　（―％） 21.1％（14.3％） 208.9％   （163.4％）

H18 年度 99.7％（95.2％） 23.2％（18.3％）

H17 年度 104.7％（93.4％） 22.5％（17.0％）
　　    ［23.9％］※ 5

※１（　）内は県内平均値。－％は赤字比率がない　※２実質赤字比率および連結実質赤字比率の早期健全化基準（13.36％、18.36％）は能登町の平成 25 年度
標準財政規模から算出されます　※３早期健全化基準を超えた場合、財政健全化計画の策定が義務付けられます（黄信号）　※４財政再生基準を超えた場合、財
政再生計画の策定が義務づけられます（赤信号）　※５平成 17 年度の実質公債費比率は、制度改正があったため上段が改正前比率、下段［  ］内が改正後比率

平成 25 年度  決算報告

区　　　分 収　入 支　出 収　支 資金不足比率※ 1 経営健全化基準※ 2

観光施設 4711万円 4711万円 ―万円 ―％ 20.0％
公共下水道事業 5億2592万円 5億2592万円 ―万円 ―％ 20.0％
農業集落排水事業 3億9047万円 3億9047万円 ―万円 ―％ 20.0％
漁業集落排水事業 4000万円 4000万円 ―万円 ―％ 20.0％
浄化槽整備推進事業 6476万円 6476万円 ―万円 ―％ 20.0％
簡易水道事業 5億7771万円 5億7771万円 ―万円 ―％ 20.0％

水道事業
収益的収支 4億4738万円 3億8157万円 6581万円

―％ 20.0％
資本的収支 2億5597万円 6億3306万円 △3億7709万円

病院事業
収益的収支 25億4577万円 30億3353万円 △4億8776万円

―％ 20.0％
資本的収支 3億5053万円 4億1277万円 △6224万円

■財政指標から見る能登町の財政状況

 

財
政
状
況
の
特
徴

　

人
件
費
や
公
債
費
、
物
件
費
な
ど
経
常
的
な
支
出

に
充
て
ら
れ
た
、
町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
経
常

的
な
一
般
財
源
の
割
合
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

87
・
３
％
と
な
り
、０
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
要
因
は
、
歳
入
面
で
は
、
経
常
の
一
般
財

源
で
あ
る
普
通
交
付
税
が
増
と
な
り
、
歳
出
面
に
お

い
て
は
、
維
持
補
修
費
の
減
や
繰
上
償
還
実
施
の
効

果
に
よ
る
公
債
費
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
借
金（
公
債
費
）の
実
質
負
担
割
合
を
示

す
実
質
公
債
費
比
率
は
14
・
４
％
と
１
・
３
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
、町
の
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
負
債
の
負
担
割
合
を
示
す
将
来
負
担
比
率

も
、88
・
８
％
と
20
・
６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
指
標
は
、
い
ず

れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
能
登
町
の
財
政

状
況
は
「
健
全
段
階
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地
方
交
付
税
な

ど
に
依
存
す
る
当
町
の
財
政
は
、
国
の
制
度
改
正
な

ど
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
状
況
で
す
。
26
年
度
に

は
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
（
交
付
税
を
旧
町
村

単
位
で
計
算
）
が
終
了
し
、
27
年
度
か
ら
５
年
間
で

段
階
的
に
削
減
（
約
11
億
円
）
さ
れ
る
ほ
か
、
28
年

度
か
ら
は
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ
る
算
定
基
礎
人

口
の
減
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
人
件
費
の
削
減
や

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
発
展
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
な
が
ら
、
町
債
の
発
行
抑
制
や
、
公
共
施
設
の

適
正
な
管
理
運
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※１「―％」は、資金不足比率がない　※２基準を超えた場合、個別外部監査契約に基づく監査が義務付けられる

第３回

定例会

議
会

能
登
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
9
月

2
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
会
期
を
12

日
ま
で
の
11
日
間
と
定
め
、
平
成
26
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
議
案
9

件
、
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
13
件
、
諮
問

2
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
た

あ
と
、
3
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
議
案
は
各
常
任
委
員
会
に
、
決
算
認
定

は
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
9
件
は
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
議
案
1
件
、

推
薦
1
件
、
議
会
議
案
3
件
が
追
加
さ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
9
件

（
平
成
26
年
度
補
正
予
算
：
9
件
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

能
登
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

能
登
町
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
26
年
度

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
町
道
藤
波

崎
山
１
号
線
道
路
改
良
工
事
（
橋
梁
上
部

工
））

■
適
任
と
さ
れ
た
諮
問

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

山
田
良
憲
さ
ん（
鵜
川
）久
田
幸
子
さ
ん（
宇

出
津
）
の
2
人
を
適
任
と
す
る

■
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

事
務
検
査
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
▽
地
方

自
治
法
第
98
条
第
1
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る

事
務
検
査
に
関
す
る
議
会
の
権
限
を
決
算
特

別
委
員
会
に
委
任

能
登
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会

を
廃
止
し
、
総
務
常
任
委
員
会
を
総
務
産
業

建
設
常
任
委
員
会
に
改
め
る

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、
及
び
労
災
認

定
基
準
の
改
正
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

■
推
薦

能
登
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

▽
農
業
委
員
会
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
出
島
健
二
さ
ん
（
時
長
）
を
推
薦
す
る

こ
と
に
決
定

決 算 特 別 委 員 会 を 設
置。13 会計の平成 25
年度決算を認定。

■決算特別委員会

　鶴野幸一郎（委員長）

　新平悠紀夫（副委員長）

　市濱　等

　小路政敏

　奥成壯三郎

　鍛治谷眞一

 目が見えにくい方
 見えない方のための
 福祉相談会
日時　　10 月 30 日㊍ 10:00 ～ 15:00
場所　　役場内浦庁舎（松波）
締め切り　10 月 23 日㊍

送迎希望の方はご相談ください。

　ご家庭や職場や外出先で、目が見えにくくて
お一人で悩んだり困ったりしていませんか？　
そんな方のための相談会を開きます。見えにく
くても使いやすい便利な道具などいろいろ手に
取って体験もできます。お気軽にお越しくださ
い。ご家族の方もどうぞ！

問い合わせ・申し込み　
　役場健康福祉課（障害福祉）　 ☎ 72-2503
　（社福）石川県視覚障害者協会
　　　　　　　　　　　　☎ 076-222-8781
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下
しもはた

畠 奈
な み

巳さん
（能都中3年）

【質問】海沿い道路施設の安全
・海面と道路と同じ高さの箇
所がある。対策を。

・海沿い地域の避難経路は示
されているか。
【町長】高潮被害が発生して
いる。現在は被害が減ってい
るが、気象状況を把握し注
意を払っていきたい。ハザー
ドマップ・防災マップは配布
済。日ごろから家族で複数の
避難経路を確認してほしい。

奥
おくの

野 弥
み お

櫻さん
（能都中3年）

【質問】高齢者が住みやすい町
・高齢者が増えているが、過
疎が進み買い物できる店が
少ない。バスの本数増やスー
パーの設置はできないか。
【町長】自家用車の増加など
でバス利用者が減少、路線廃
止につながった。小売店の設
置は難しいが、高齢者見守り
については、宅配事業を行う
コープいしかわと協定を締
結している。

藤
ふじた

田 隆
りゅうせい

靖さん
（能都中3年）

【質問】道路の雨水対策、除雪
・排水が不十分な道路がある
・中学校の坂の除雪後、凍っ
て危険。融雪装置は。
【町長】雨による冠水などの
箇所は緊急性を考慮し整備。
側溝清掃をしている町内も
あり、生活に密着した地域で
の取り組みもお願いしたい。
　中学校の坂には凍結防止
剤を検討する。生徒による除
雪など可能な範囲で対応を。

中
なかの

野 翔
しょうや

也さん
（松波中3年）

【質問】恋路海岸の活性化
・恋路海岸を公営海水浴場
に。地元の人や観光客が訪
れ、町全体が活性化するので
は。
【町長】恋路の公営海水浴場
は財政上の理由で平成 19 年
に閉鎖している。恋路は重要
な観光地で地元からも要望
があり、開設の準備を進めた
い。多くの人が訪れ、長く滞
在できるよう取り組む。

濱
はました

下真
しんたろう

太郎さん
（松波中3年）

【質問】町の人口問題
・人口減少が続いている。町
の対策は。外国人人口の増加
で税収増をはかれないか。
【町長】町は国勢調査で県内
で最も高い減少率を示して
いる。婚活支援事業や U・I
ターン者への助成、教育・子
育ての支援を実施している。
外国人は国同士の取り決め
により税収につながらない
ことがある。

室
むろいし

石 望
のぞみ
さん

（柳田中3年）
【質問】里山里海を知る活動
・豊かな環境に住むが、私た
ちがその魅力に気づいてい
ない。知る取り組みを増やし
ては。
【町長】里山里海の「聞き書
き」冊子の活用を。学校に関
係職員を派遣することもで
きる。「公民館特色ある事業」
では 9 公民館で里山里海に
関連した取り組みをしてい
る。地元の支援を続けたい。

土
つちば

場 優
ゆう が

雅さん
（小木中3年）

【質問】防犯灯の設置
・事件や不審者情報が相次
ぐ。災害は夜間にも発生す
る。太陽光や LED 照明の採
用で維持費の少ない防犯灯
を増設できないか。
【町長】LED は消費電力が少
なく長寿命。平成 23 年度か
ら町内会に対して設置費用
の 9 割を補助している。3 年
で 1252 基が LED 化された。
今後も整備を支援する。

大
おおはた

畠 愛
まな み

水さん
（能都中3年）

【質問】老朽施設の管理
・のと鉄道の路盤を歩道やラ
ンニングコースに整備を。

・照明のついていないトンネ
ルや能都体育館の雨漏り改
修を。
【町長】路盤はのと鉄道の所
有。整備の必要あれば安全対
策などを確認したい。トンネ
ルは平成 24 年に一斉点検を
実施。体育館修繕については
耐震補強とともに計画する。

山
やまね

根あやめさん
（柳田中3年）

【質問】通学路の安全
・通学路に危険箇所が多い。
子どもやお年寄りが利用し
やすい道路整備について町
の考えは。
【町長】道路整備により道が
広くなった箇所があるが、指
摘の通り危険な箇所も。県な
どと共に対策にあたりたい。
道が広くなると車も速くな
る。皆さんにも安全な通学を
お願いしたい。

谷
や ち

内 君
きみ え

恵さん
（小木中3年）

【質問】中学校統合について
・統合に不安がある。地域で
防災などの活動をしている
が、統合で地域のつながりが
薄れてしまうのでは。
【町長】小規模校は教員の配
置が困難で部活も限られる。
バス通学などは柔軟に対応
する。小木中は早くから地域
と連携を続けていて他の地
域の模範。今後も取り組みを
進めてほしい。

若
わかやま

山 龍
たつあき

昌さん
（松波中2年）

【質問】中学校統合について
・松波中と小木中の統合が実
現した場合、学校名や所在地
は。通学方法が変わるため関
心がある。
【町長】「町立小中学校教育環
境づくり検討委員会」の答
申に基づいて実施している。
24 年には真脇小と宇出津小、
26 年は鵜川中と能都中を統
合。関係者の意見を聞き、調
整しながら進めていきたい。

石
いしだ

田  夏
か な

那さん
（柳田中3年）

【質問】久田和紙の継承
・久田和紙の卒業証書づくり
は地域とのふれあいの場。今
後もぜひ継続を。みわ会の作
業負担増に対しての支援は。
【町長】久田和紙の卒業証書
が全中学校に拡大して負担
が大きくなったが、力仕事を
中学生が担っている側面も。
地域の元気にもつながるの
で道具や場所の確保を進め、
和紙の里として整備したい。

子
ど
も
議
会

5
回
目
と
な
る
能
登
町
子
ど
も
議
会
が
８
月
27
日
、
議
会
庁
舎
で

開
催
さ
れ
た
。
町
内
4
中
学
校
か
ら
12
人
の
子
ど
も
議
員
が
登
壇
。

町
の
発
展
を
願
い
、
疑
問
・
質
問
・
要
望
を
ぶ
つ
け
た
。

議長を務めた

開
ひらき

 光
ひ か る

流さん（松波中 3 年）

きのこの村
・役場
　総合案内など

・品評・販売特設会場
　きのこ品評会、きのこ販売
　など

・五感まるごと市
　きのこ料理、能登牛など各
　種食のテナント。五感まる
　ごと市のテナント出店者を
　募集します！

・公園
　カールおじさん、きのやま
　さん、のっとりんがやって
　くる！
林業の村
　林業商品販売など
能登きのこ＆能登牛ランチ
　先着 150 食、1,650 円
　※要予約
凧あげの村
　「全国凧あげ能登大会」

※きのこは自然の収穫物につ
き、品揃え状況が天候・気象
などにより左右されます。あ
らかじめご了承ください。
※荒天の場合、またはきのこ
の収穫状況により、内容変更
または中止になる場合があり
ます。
問能登きのこ祭り実行委員会

事務局（ふるさと振興課）
☎ 62-8532

五
感
ま
る
ご
と
能
登
づ
く
し
　
秋
の
里
山
を
味
わ
お
う

第
5
回
能
登
き
の
こ
祭
り

　
日
時
　
10
月
19
日
㊐
　
午
前
10
時
～
午
後
2
時

　
場
所
　
柳
田
植
物
公
園
特
設
会
場
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10
月
26
日
日
は

の
投
票
日
で
す
。

　
　
　
　
　
（
執
行
予
定
）

◆
投
票
時
間　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

　

た
だ
し
、
一
部
投
票
区
は
午
後
7
時
ま
で

◆
有
権
者

　

平
成
6
年
10
月
27
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
26
年
7
月
20
日
ま
で
に
能
登
町
に

住
民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
3
カ
月
以
上

能
登
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

◆
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

入
場
整
理
券
は
住
民
登
録
が
あ
る
住
所
へ

送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
登
録
と
現
住
所
が
異

な
っ
て
い
る
人
は
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
入
場
券
が
な
く
て

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
当
日
選
挙

権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

現
在
出
稼
ぎ
な
ど
で
能
登
町
以
外
に
在
住
し
て

い
る
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
事
前
に
宣
誓
書
（
請

求
書
）
を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
請

求
の
あ
っ
た
現
住
所
へ
投
票
用
紙
や
不
在
者
投

票
用
封
筒
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
日

前
投
票
が
で
き
る
投
票
所
の
場
所
と
時
間
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

投票区 投票所 閉鎖時間

第 1 能都社会福祉会館　１階集会室 午後 8 時
第 2 町立宇出津小学校　１階ロビー 午後 8 時
第 3 町立ひばり保育所　遊戯室 午後 8 時
第 4 町立三波公民館　集会室 午後 7 時
第 5 矢波地区集会所 午後 7 時
第 6 町立神野公民館　ホール 午後 8 時
第 7 町立鵜川公民館　図書室 午後 8 時
第 8 町立瑞穂公民館　和室 午後 8 時
第 9 宮地生活改善センター　集会室 午後 7 時

第 10 野田コミュニティセンター 午後 8 時
第 11 町立小間生公民館　会議室 午後 7 時
第 12 上町地区生活改善センター　和室 午後 8 時
第 13 町立岩井戸公民館　会議室 午後 7 時
第 14 当目地区多目的研修集会センター 午後 7 時
第 15 斉和多目的集会所 午後 7 時
第 16 内浦福祉センター　１階集会場 午後 8 時
第 17 上区集会場 午後 7 時
第 18 町立不動寺公民館　集会室 午後 7 時
第 19 町立秋吉公民館　集会室 午後 7 時

第 20 白丸コミュニティ施設
多目的交流ホール 午後 8 時

第 21 能登勤労者プラザ　体育館 午後 7 時
第 22 小木地区活性化センター　ロビー 午後 8 時
第 23 町立高倉保育所　遊戯室 午後 8 時
第 24 小浦地区集会所 午後 7 時

期日前投票所と投票時間
期間 投票所名 投票時間

10月 22日㊌

～ 25 日㊏

能都社会福祉会館 1 階集会室 午前8時30分～
午後 8 時

柳田庁舎 1 階事務室 午前 8 時 30 分～
午後 7 時内浦福祉センター 1 階集会場

10月 24日㊎

～ 25 日㊏

町立鵜川公民館　図書室 午前 8 時 30 分～
午後 7 時小木地区活性化センター ロビー

能
登
町
議
会
議
員
選
挙

　入場券は 10 月 21 日に発送予定です。裏面が期
日前投票の「宣誓書」になっています。期日前投票
を行う場合はあらかじめ氏名などを記入してお持ち
ください。

こ
の
部
分
は
全
て

記
載
く
だ
さ
い

住
所
欄
は
宛
名
と

異
な
る
場
合
の
み
記
載

該
当
す
る
番
号
を

○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い

入場券表面

▼入場券裏面

▼

当日の投票所と投票時間
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☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより

　外科外来の増築工事に伴い、第 3 駐車場の一部が 10
月 28 日まで利用できなくなっています。正面玄関へ続
く歩行者用通路を設けてありますのでご利用ください。
ご迷惑をおかけしておりますが、ご協力をお願いいたし
ます。

■工事のため駐車場の利用にご注意ください
　9 月 17 日㊌、1 階ロビーで「宇出津病院フェスタ～
翔生 2014 秋～」が開かれました。「地域の皆さんに当
院の事をもっと知っていただきたい」「信頼され、愛さ
れる病院になりたい」という想いから行われたもので、
去年に続き 2 度目の開催となります。
　会場では「琴城流大正琴うしつ秋桜」の皆さんによる
演奏が行われました。皆さんお馴染みの「赤とんぼ」や

「里の秋」などが演奏され、口ずさむ姿も見られました。
　ギターの伴奏にあわせ職員が「翼をください」などを
合唱しました。入院患者、職員らが一体となったイベン
トとなり、楽しいひとときを過ごしました。

■病院フェスタを開催しました

　10 月 31 日㊎の小児外科の診察は、小栗医師による
小児科の診察となります。ご了承ください。

■小児科、小児外科の医師変更

　医療サービス推進室では、病気に関して起きるいろい
ろな問題について一緒に考え、解決できるよう医療ソー
シャルワーカー（MSW）、保健師、診療情報管理士が在
籍しています。
　9 月からは直通電話、直通ファックスを設置していま
す。ご相談がありましたらどうぞご利用ください。
　医療サービス推進室
　　電話番号：62-1303　　FAX 番号：62-1304
　　時間：休日を除く月～金曜日の 9:00 ～ 17:00

■医療サービス推進室に直通電話を設置

「うしつ秋桜」の大正琴演奏に聞き入る来院者

至 能都庁舎

至 鳳寿荘

歩
行
者
通
路

工事中

第 3
駐車場

第 2
駐車場第 1

駐車場第 5
駐車場

第 4駐車場

裏玄関

正面玄関

宇出津病院前

公立
宇出津総合病院

宇出津病院前
バス停

至 柳田

今月は年金支給月  みなさん気をつけて!
　あなたの大切な老後の資金が狙われています !!
　一人もしくは夫婦だけで暮らす高齢者世帯が増えてい
ます。それにともない高齢者を狙った消費者トラブルが
後を絶ちません。消費生活相談窓口には、高齢者を狙っ
た被害相談が増えています。悪質業者は、高齢者の「お金」

「健康」「孤独」といった不安を言葉巧みにあおり、親切
にして信用させ、大切な年金・貯蓄などの財産を狙って
います。悪質商法の被害は、決してひとごとではなく、「私
は大丈夫」と思い込むのは危険です。普段から「自分の
身にも起きるかもしれない」と考えて注意するようにし

ましょう。地域の皆さんの力が求められています。日ご
ろから高齢者の様子を気にかけること、それが高齢者を
消費者被害から守ることにつながります。
　地域のみなさんが、高齢者の “ 心強い味方 ” になって
あげてください。おかしいな、困ったなと思ったら、一
人で悩まず、必ず相談しましょう！

【相談先】　ふるさと振興課　☎ 62-8532
　　　　　奥能登消費生活相談室　☎ 0768-26-2307
　　　　　県消費生活支援センター　☎ 076-267-6110
　　　　　消費者ホットライン　☎ 0570-064-370

消費生活トラブル対策


